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特
別
区
長
会
と
連
携
協
力
協
定
を
締
結
し
た
青
森
県

市
長
会
、
青
森
県
町
村
会
と
の
連
携
事
業
と
し
て
、
青

森
県
市
町
村
の
展
示
を
東
京
区
政
会
館
1
階
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
ま
す
。

今
年
度
2
回
目
と
な
る
今
回
の
展
示
で
は
、
縄
文
遺

跡
や
祭
り
、
グ
ル
メ
、
自
然
、
そ
の
他
観
光
資
源
な
ど

の
青
森
の
魅
力
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

青
森
県
の
様
々
な
魅
力
を
紹
介
し
た
パ
ネ
ル
等
を
展

示
す
る
ほ
か
、
青
森
県
市
町
村
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
提

供
、
自
治
体
P
R
動
画
を
上
映
し
ま
す
。
魅
力
あ
ふ
れ

る
青
森
の
素
晴
ら
し
さ
を
発
見
し
、
青
森
と
の
交
流
を

深
め
る
き
っ
か
け
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

◆
展
示
期
間

平
成
31
年
1
月
8
日
（
火
）
〜
2
月
14
日
（
木
）

◆
展
示
時
間

平　

日　

午
前
9
時
〜
午
後
8
時
30
分

土
曜
日　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

（
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
）

◆
連
携
イ
ベ
ン
ト

特
産
品
の
販
売
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

平
成
31
年
1
月
24
日
（
木
）

午
前
11
時
〜
午
後
4
時

◆
主
催

特
別
区
長
会
、
公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会

◆
連
携
協
力

青
森
県
市
長
会
、
青
森
県
町
村
会

◆
後
援

東
京
都

（
特
別
区
長
会
事
務
局
・
特
別
区
協
議
会
事
業
部
）

平
成
30
年
度

第
2
回
全
国
連
携
展
示
（
青
森
県
市
町
村
）

縄
文
の
大
地　

青
森
の
魅
力

特
別
区
全
国
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
を
目
的
に

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

今
回
の
講
演
会
で
は
、「
関
係
人
口
」
を
テ
ー
マ
に
、

「
関
係
人
口
」
の
概
念
と
考
え
方
や
国
に
お
け
る
取
り

組
み
を
説
明
し
、
さ
ら
に
モ
デ
ル
団
体
に
お
け
る
事
例

を
紹
介
し
ま
す
。

自
治
体
間
連
携
を
推
進
す
る
た
め
に
、
こ
の
講
演
会

を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
日
時

　

平
成
31
年
1
月
11
日
（
金
）

午
後
1
時
30
分
〜
午
後
5
時

◆
会
場

東
京
区
政
会
館
20
階
会
議
室

（
千
代
田
区
飯
田
橋
3
-5
-1
）

◆
参
加
対
象

�

23
区
関
係
者
、
そ
の
他
自
治
体
関
係
者
、
自
治
体
間

連
携
に
関
心
の
あ
る
企
業
・
団
体
関
係
者

◆
定
員
　
1
5
0
人
（
要
申
し
込
み
・
先
着
順
）

◆
費
用
　
無
料

◆
内
容
（
予
定
）

○�
新
た
な
概
念
と
し
て
の
「
関
係
人
口
」

明
治
大
学
農
学
部
教
授　

小
田
切 

徳
美　

氏

○�「
関
係
人
口
」
の
創
出
に
向
け
た
国
の
取
組
み

�

総
務
省 

地
域
力
創
造
グ
ル
ー
プ 

地
域
自
立
応
援
課　

課
長
補
佐　

中
井 
孝
一　

氏

○�

事
例
報
告　

北
海
道
「
ふ
る
さ
と
サ
ポ
ー
ト
活
動
」

推
進
事
業

�「「
関
係
人
口
」創
出
事
業
」モ
デ
ル
事
業
採
択
団
体
か
ら

�

北
海
道
総
合
政
策
部
地
域
創
生
局
移
住
交
流
担
当

課
長　

髙
見 

里
佳　

氏

�

北
海
道
美
幌
町
総
務
部
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
政
策

主
幹　

小
室 

秀
隆　

氏

○
特
別
区
全
国
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

　

特
別
区
長
会
事
務
局　

職
員

◆�

主
催
　
特
別
区
長
会
、
公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会

◆�

連
携
協
力　

　

�

北
海
道
町
村
会
、
京
都
府
市
長
会
、
京
都
府
町
村

会
、
青
森
県
市
長
会
、
青
森
県
町
村
会
、
千
葉
県
町

村
会
、
広
島
県
町
村
会
、
奈
良
県
町
村
会
、
群
馬
県

市
長
会
、
群
馬
県
町
村
会
、
埼
玉
県
町
村
会

◆
後
援　

東
京
都

◆�

申
込
期
限
　
平
成
30
年
12
月
26
日
（
水
）

◆
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会　

事
業
部
事
業
推
進
課

公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.tokyo-23city.or.jp/

）
に
ア
ク
セ
ス

し
、「
全
国
連
携
講
演
会
」
と
表
示
さ
れ
た
画
像
（
バ

ナ
ー
）
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
、
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
に
必

要
事
項
を
入
力
の
上
、
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

☎
︎0
3
-5
2
1
0
-9
0
6
8

（
特
別
区
長
会
事
務
局
・
特
別
区
協
議
会
事
業
部
）

平
成
30
年
度　

第
2
回
全
国
連
携
講
演
会

「
関
係
人
口
」を
学
ぶ
〜
特
別
区
全
国
連

携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
に
向
け
て
〜

「特別区全国連携プロジェクト」の
取り組みについて

年
末
年
始
及
び
蔵
書
点
検
の
た
め
、
左
記
の
期
間
は

休
館
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
休
館
中
は
資
料
の
貸

出
予
約
と
返
却
を
中
止
い
た
し
ま
す
。

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
利
用
者
の
皆
さ
ま
に

は
、
ご
理
解
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
年
末
年
始
休
館

平
成
30
年
12
月
29
日
（
土
）

�

〜
平
成
31
年
1
月
3
日
（
木
）

▼
蔵
書
点
検
に
伴
う
休
館

平
成
31
年
1
月
21
日
（
月
）
〜
26
日
（
土
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
公
財
）
特
別
区
協
議
会　

事
業
部
調
査
研
究
課

特
別
区
自
治
情
報
・
交
流
セ
ン
タ
ー

電
話　

０
３
（
5
2
1
0
）
9
0
5
1

（
特
別
区
協
議
会
事
業
部
）

特
別
区
自
治
情
報
・
交
流
セ
ン
タ
ー
休
館

の
お
知
ら
せ
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平
成
31
年
度
都
区
財
政
調
整
に
関
す

る
区
側
提
案
事
項
が
、
11
月
16
日
の
特

別
区
長
会
総
会
で
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
提
案
事
項
は
、
都
側
か
ら
出
さ
れ

た
提
案
事
項
と
と
も
に
、
12
月
3
日
に

開
催
さ
れ
た
都
区
財
政
調
整
協
議
会
に

示
さ
れ
、
同
協
議
会
幹
事
会
に
具
体
的

検
討
を
行
う
よ
う
下
命
さ
れ
ま
し
た
。

一
　
検
討
の
経
過

特
別
区
長
会
は
、
本
年
6
月
に
特
別

区
に
よ
る
自
主
的
、
自
律
的
な
区
間
調

整
を
行
う
べ
く
、
来
年
度
の
都
区
財
政

調
整
に
向
け
た
基
本
方
針
を
示
し
ま
し

た
。内

容
は
、
現
行
算
定
の
妥
当
性
を
検

証
し
、
特
別
区
の
実
態
に
見
合
っ
た
算

定
に
改
め
る
と
と
も
に
、
基
礎
的
・
普

遍
的
事
業
の
的
確
な
算
定
を
確
保
し
つ

つ
、
算
定
の
標
準
化
や
一
定
の
行
政
分

野
に
お
け
る
経
費
の
包
括
算
定
化
な

ど
、
各
区
の
自
主
性
が
担
保
さ
れ
る
算

定
方
法
へ
の
改
善
を
、
区
側
が
主
体
的

に
行
う
と
い
う
も
の
で
す
。

提
案
は
、
こ
の
基
本
方
針
に
従
い
、

各
区
の
決
算
実
績
と
算
定
額
の
比
較
分

析
を
踏
ま
え
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
及
び
決
算

分
析
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
か
ら
出
さ

れ
た
経
費
算
定
の
充
実
、
算
定
方
法
の

改
善
策
等
の
案
を
基
に
財
政
課
長
会
で

調
整
し
、
企
画
・
財
政
担
当
部
長
会
、

副
区
長
会
を
経
て
、
特
別
区
長
会
で
了

承
さ
れ
た
も
の
で
す
。

今
回
の
取
り
ま
と
め
で
は
、
標
準
区

経
費
の
見
直
し
と
し
て
、
縮
減
項
目
1

項
目
を
含
め
、
56
項
目
を
提
案
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
現
下
の
社
会
経
済
状
況
等
を

勘
案
し
、
今
後
の
状
況
変
化
に
応
じ
、

提
案
を
行
う
項
目
と
し
て
、
子
ど
も
医

療
費
助
成
事
業
費
な
ど
4
項
目
が
、
継

続
検
討
課
題
と
し
て
整
理
さ
れ
ま

し
た
。

二
　
区
側
提
案
事
項
の
内
容

今
回
の
提
案
で
は
、
①
大
規
模
な
税

制
改
正
や
、
特
別
区
に
お
け
る
児
童
相

談
所
の
設
置
な
ど
都
区
の
役
割
分
担
の

変
更
等
が
行
わ
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の

影
響
額
を
見
極
め
た
う
え
で
、
特
別
区

に
必
要
な
需
要
額
が
担
保
さ
れ
る
よ
う

配
分
割
合
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
、
②

幼
児
教
育
無
償
化
や
改
築
需
要
集
中
期

へ
の
対
応
な
ど
特
別
区
の
実
態
を
踏
ま

え
、
主
体
的
に
調
整
を
図
っ
た
区
側
提

案
を
基
本
に
、
当
該
年
度
の
あ
る
べ
き

需
要
が
適
切
に
算
定
さ
れ
る
よ
う
整
理

す
る
こ
と
、
③
特
別
交
付
金
、
減
収
補

填
対
策
、
都
市
計
画
交
付
金
及
び
児
童

相
談
所
関
連
経
費
に
つ
い
て
、
課
題
の

解
決
に
向
け
て
、
具
体
的
な
検
討
を
進

め
る
こ
と
、
を
求
め
て
い
ま
す
。

区
側
が
具
体
的
に
算
定
内
容
の
改
善

等
を
求
め
た
主
な
も
の
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

◎�

特
別
区
の
実
態
を
踏
ま
え
た
、
標
準

区
経
費
の
見
直
し

・�

新
規
提
案
25
項
目
（
保
育
従
事
職
員

宿
舎
借
り
上
げ
支
援
事
業
費
な
ど
）

・�

充
実
提
案
18
項
目
（
改
築
需
要
集
中

期
へ
の
対
応
な
ど
）

・�

改
善
提
案
12
項
目
（
公
園
費
の
見
直

し
な
ど
）

・�

縮
減
提
案
1
項
目
（
住
宅
対
策
費

（
特
定
優
良
賃
貸
住
宅
家
賃
対
策
補

助
））

・�

算
定
の
包
括
化
2
項
目
（
再
掲
）

（
子
ど
も
の
貧
困
対
策
等
事
業
費
な

ど
）

◎
個
別
懸
案
課
題
へ
の
対
応

・
特
別
交
付
金
の
割
合
の
見
直
し

・�

都
市
計
画
交
付
金
の
あ
り
方
に
関
す

る
見
直
し

・�

児
童
相
談
所
関
連
経
費　

な
ど

　

な
お
、
都
側
か
ら
は
、
算
定
内
容
の

廃
止
・
縮
減
を
中
心
に
6
項
目
の
提
案

が
あ
り
ま
し
た
。

現
在
、
都
区
財
政
調
整
協
議
会
へ
の

報
告
に
向
け
、
同
幹
事
会
で
の
検
討
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

（
特
別
区
長
会
事
務
局
）

平成31年度都区財政調整
区側提案事項について
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東京都予算に対する知事ヒアリングが
実施されました

「
特
別
区
長
会
調
査
研
究
機
構
（
以
下
「
機
構
」
と
い
う
。）」
は
、
平
成

30
年
11
月
9
日
（
金
）
に
第
2
回
目
の
機
構
理
事
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

機
構
理
事
会
で
は
、テ
ー
マ
提
案
区
と
相
談
を
し
な
が
ら
検
討
を
行
っ
て
き

た
、研
究
概
要
及
び
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
体
制
等
に
つ
い
て
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
こ
の
体
制
に
沿
っ
て
、
来
年
4
月
か
ら
の
調
査
研
究
実
施
に
向
け

た
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

（
特
別
区
長
会
調
査
研
究
機
構
事
務
局
）

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
都
の
予
算
編
成
に

あ
た
り
、
都
知
事
と
の
公
開
ヒ
ア
リ
ン
グ
が

11
月
6
日
、
東
京
都
庁
で
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
都
予
算
に
つ
い
て
は
7
月
30
日
に
22
項

目
の
要
望
を
行
っ
て
お
り
、
今
回
は
改
め
て

の
要
請
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
、
特
別
区
長
会
か
ら
西
川
太
一
郎

会
長
（
荒
川
区
長
）、
松
原
忠
義
副
会
長

（
大
田
区
長
）、
青
木
克
德
副
会
長
（
葛
飾
区

長
）、
武
井
雅
昭
幹
事
（
港
区
長
）、
高
野
之

夫
幹
事
（
豊
島
区
長
）
が
出
席
し
ま
し
た
。

冒
頭
、
西
川
会
長
か
ら
、
重
点
事
項
と
し

て
、
①
政
令
指
定
に
向
け
た
児
童
相
談
所
設

置
に
か
か
る
支
援
、
都
区
協
働
に
よ
る
児
童

相
談
体
制
の
強
化
②
都
区
の
あ
り
方
検
討
委

員
会
の
再
開
や
用
途
地
域
の
都
市
計
画
決
定

権
限
の
移
譲
、
特
別
区
都
市
計
画
交
付
金
の

拡
充
等
に
つ
い
て
の
協
議
の
実
施
③
受
動
喫

煙
対
策
の
都
区
の
事
務
分
担
に
関
す
る
調

整
、
区
へ
の
財
政
措
置
、
地
域
へ
の
説
明
の

実
施
④
首
都
直
下
型
地
震
、
大
規
模
水
害
等

へ
の
対
応
策
の
充
実
と
対
口
支
援
等
被
災
地

支
援
の
連
携
対
応
の
強
化
に
つ
い
て
要
請
し

ま
し
た
。
ま
た
、
出
席
の
他
区
長
か
ら
も
、

交
通
シ
ス
テ
ム
の
整
備
、
オ
ー
ル
東
京
で
の

環
境
対
策
や
広
域
避
難
体
制
、
文
化
に
よ
る

国
際
交
流
等
に
つ
い
て
発
言
が
あ
り
ま
し

た
。
小
池
都

知
事
か
ら
は
、

「
子
ど
も
達

の
安
心
・
安

全
の
確
保
は

非
常
に
重
要

で
あ
る
。
今

後
も
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
重
ね
て
協
力
し
て
い
き
た
い
」
等
の
発

言
が
あ
り
ま
し
た
。

ヒ
ア
リ
ン
グ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
東
京

都
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
、
録
画
映
像
及
び

議
事
録
の
閲
覧
が
で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.zaim

u.m
etro.tokyo.jp/

syukei1/zaisei/31dantaiyobo_index.
htm
l

（
特
別
区
長
会
事
務
局
）

現
在
、
与
党
税
制
調
査
会
で
は
平
成
31
年

度
税
制
改
正
に
向
け
、地
方
法
人
課
税
に
つ

い
て
、い
わ
ゆ
る「
税
源
偏
在
是
正
」を
理
由
と

し
た
新
た
な
措
置
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
別
区
長
会
は
、
平
成
30
年
11
月
21
日

（
水
）、
特
別
区
の
貴
重
な
税
源
が
こ
れ
以
上

奪
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
東
京
都
、
東

京
都
市
長
会
、
東
京
都
町
村
会
と
連
名
で
、

公
明
党
東
京
都
本
部
代
表
・
高
木
陽
介
衆
議

院
議
員
に
対
し
、
新
た
な
措
置
に
反
対
す
る

共
同
要
請
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

（
特
別
区
長
会
事
務
局
）

左から高野幹事（豊島区長）、
西川会長（荒川区長）、小池知事、

青木副会長（葛飾区長）、
松原副会長（大田区長）、武井幹事（港区長）

ヒアリングの様子

特
別
区
長
会
調
査
研
究
機
構 

第
2
回
理
事
会
結
果

平
成
31
年
度
税
制
改
正
に

向
け
た
要
請
を
公
明
党

東
京
都
本
部
代
表
あ
て
提
出

　■ 平成31年度調査研究テーマ及び研究体制（平成30年11月9日時点）

テーマ名（提案区） 研究体制（○プロジェクトリーダー）

1
特別区が取り組んでいる施策の効果が日本全体に与え
る影響（港区）

○東京大学名誉教授　大森　彌
　首都大学東京大学院教授　大杉　覚　他
　港区、希望する区

2
基礎自治体におけるテレワークの活用と実現方法

（品川区）
○明治大学名誉教授　市川　宏雄
　学識経験者、品川区、希望する区　

3
AI等の先端技術を活用した業務効率化
〜電子自治体への移行に向けて〜（大田区、葛飾区）

○大田区・葛飾区
　専門家

4
特別区のスケールメリットを生かした業務効率化

（渋谷区）
○渋谷区
　専門家、希望する区

5
「持続可能な開発のための目標（SDGs）」に関して、
特別区として取り組むべき実行性のある施策について

（荒川区）

○京都大学教授　広井　良典
　学識経験者、荒川区、希望する区

6
自尊感情とレジリエンスの向上に着目した、育児期女
性に対する支援体制構築に向けての基礎研究（板橋区）

○東京家政大学女性未来研究所副所長　並木　有希
　東京家政大学、板橋区、北区、希望する区

7 大局的に見た特別区の将来像（江戸川区） ○東京大学名誉教授　大森　彌
　学識経験者、江戸川区、希望する区

8
特別区における小地域人口・世帯分析及び壮年期単身
者の現状と課題（基礎調査）

○放送大学/千葉大学名誉教授　宮本　みち子
○慶應義塾大学名誉教授　大江　守之　　　他
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特
別
区
人
事
委
員
会
は
、
10
月
30
日
（
火
）、
平
成

30
年
度
管
理
職
選
考
合
格
者
の
発
表
及
び
択
一
・
短
答

式
問
題
受
験
の
免
除
者
の
通
知
を
行
い
ま
し
た
。

管
理
職
選
考
合
格
者
　

1
9
6
人
が
最
終
合
格

 ︿
合
格
者
数
﹀

今
年
度
の
管
理
職
選
考
合
格
者
数
は
、
Ⅰ
類
1
4
3

人
、
Ⅱ
類
53
人
で
合
計
1
9
6
人
と
な
り
ま
し
た
。

昨
年
度
と
比
較
し
、
Ⅰ
類
は
16
人
増
、
Ⅱ
類
は
2
人

減
と
な
り
ま
し
た
。

 ︿
合
格
率
﹀

合
格
率
は
、
Ⅰ
類
が
28
・
1
％
、
Ⅱ
類
が
52
・

0
％
、
Ⅰ
・
Ⅱ
類
合
計
で
32
・
1
％
で
し
た
。
合
格
率

を
受
験
方
式
別
に
見
る
と
、
全
部
受
験
方
式
は
昨
年
度

比
2
・
8
ポ
イ
ン
ト
増
の
24
・
1
％
、
免
除
受
験
方
式

（
※
）
は
同
1
・
9
ポ
イ
ン
ト
増
の
31
・
4
％
と
な
り

ま
し
た
。

ま
た
、
Ⅰ
類
合
格
者
全
体
に
占
め
る
免
除
受
験
者
の

割
合
は
、
合
格
者
1
4
3
人
中
88
人
の
61
・
5
％
で
、

昨
年
度
と
比
較
し
1
・
7
ポ
イ
ン
ト
増
と
な
り
、
引
き

続
き
高
水
準
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
※
）�

免
除
受
験
方
式
と
は
、
択
一
・
短
答
式
問
題
受
験
の
免

除
資
格
を
得
て
い
る
者
が
、
記
述
式
問
題
及
び
論
文
式

問
題
を
受
験
す
る
方
式
で
す
。

択
一
・
短
答
式
問
題
受
験
の
免
除
資
格
取
得
者

1
6
0
人
が
免
除
資
格
を
取
得

 ︿
免
除
資
格
の
取
得
者
数
﹀

免
除
資
格
と
は
、
択
一
・
短
答
式
問
題
の
成
績
が
上

位
30
％
程
度
の
者
に
、
原
則
翌
年
度
以
降
の
3
年
間
、

択
一
・
短
答
式
問
題
の
受
験
を
免
除
す
る
も
の
で
す
。

今
年
度
は
、
免
除
対
象
者
（
※
）
6
0
1
人
の
う
ち

1
6
0
人
（
26
・
6
％
）
が
免
除
資
格
を
取
得
し
ま
し

た
。

（
※
）�

免
除
対
象
者
と
は
、
全
部
受
験
方
式
で
受
験
し
、
合
格

に
い
た
ら
な
か
っ
た
者
並
び
に
分
割
受
験
方
式
及
び
前

倒
し
受
験
方
式
で
受
験
し
た
者
を
い
い
ま
す
。

 ︿
免
除
資
格
の
取
得
率
﹀

受
験
方
式
別
で
見
る
と
、
全
部
受
験
方
式
が
25
・

6
％
、
分
割
受
験
方
式
が
24
・
3
％
、
前
倒
し
受
験
方

式
が
28
・
3
％
で
し
た
。
昨
年
度
か
ら
引
き
続
き
、
前

倒
し
受
験
方
式
の
免
除
資
格
の
取
得
率
が
最
も
高
い
こ

と
か
ら
、
若
年
層
の
意
欲
の
高
さ
が
う
か
が
え
る
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

免
除
資
格
の
取
得
者
は
、
今
年
度
の
管
理
職
選
考
合

格
率
（
全
部
受
験
方
式
24
・
1
％
、
免
除
受
験
方
式

31
・
4
％
）
を
見
て
も
分
か
る
よ
う
に
、
合
格
へ
の
大

き
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

免
除
資
格
を
取
得
さ
れ
た
方
を
含
め
、
来
年
度
の
管

理
職
選
考
受
験
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
明
確
な
目
標
を

持
っ
て
管
理
職
選
考
に
向
け
た
勉
強
や
日
常
業
務
に
取

り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。（

特
別
区
人
事
委
員
会
事
務
局
）

平成30年度管理職選考合格者の発表及び
択一・短答式問題受験の免除者の通知

平成30年度管理職選考免除者総括表（選考区分別・受験方式別）

� （単位：人、％）
対象者数 免除者数 免除率

計
受験方式内訳

計
受験方式内訳

計
受験方式内訳

全部 分割 前倒し 全部 分割 前倒し 全部 分割 前倒し

A A1 A2 A3 B B1 B2 B3 B/A B1/A1 B2/A2 B3/A3

事　務 455 117 97 241 115 24 21 70 25.3 20.5 21.6 29.0

技
　
術

Ⅰ 65 26 17 22 17 10 3 4 26.2 38.5 17.6 18.2

Ⅱ 37 13 7 17 13 4 4 5 35.1 30.8 57.1 29.4

Ⅲ 44 8 23 13 15 4 7 4 34.1 50.0 30.4 30.8

小　計 146 47 47 52 45 18 14 13 30.8 38.3 29.8 25.0

合　計 601 164 144 293 160 42 35 83 26.6 25.6 24.3 28.3
注1　対象者数とは、受験者数から合格者数等を除いた数である。
　2　全部とは、全部受験方式で筆記考査全てを受験した者
　3　分割とは、分割受験方式で受験した者
　4　前倒しとは、前倒し受験方式で受験した者
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平成30年度管理職選考実施状況

Ⅰ類（全部及び免除受験方式）及びⅡ類� （単位：人、％）

種別 選考区分

受験者数（A） 口頭試問進出者数（B） 合格者数（C） 合格率（C/A）

30
年度

29
年度 増減 30

年度
29
年度 増減 30

年度
29
年度 増減 30

年度
29
年度 増減

Ⅰ類

事　務 358 345 13 212 191 21 106 93 13 29.6 27.0 2.6

技
　
術

Ⅰ 67 70 △ 3 24 23 1 16 15 1 23.9 21.4 2.5

Ⅱ 38 40 △ 2 16 21 △ 5 14 14 0 36.8 35.0 1.8

Ⅲ 45 43 2 9 8 1 7 5 2 15.6 11.6 4.0

小　計 150 153 △ 3 49 52 △ 3 37 34 3 24.7 22.2 2.5

Ⅰ類計 508 498 10 261 243 18 143 127 16 28.1 25.5 2.6

Ⅱ類

事　務 81 86 △ 5 63 72 △ 9 42 42 0 51.9 48.8 3.1

技　術 21 22 △ 1 12 16 △ 4 11 13 △ 2 52.4 59.1 △ 6.7

Ⅱ類計 102 108 △ 6 75 88 △ 13 53 55 △ 2 52.0 50.9 1.1

合　計 610 606 4 336 331 5 196 182 14 32.1 30.0 2.1

Ⅰ類（全部受験方式）� （単位：人、％）

種別 選考区分

受験者数（A） 口頭試問進出者数（B） 合格者数（C） 合格率（C/A）

30
年度

29
年度 増減 30

年度
29
年度 増減 30

年度
29
年度 増減 30

年度
29
年度 増減

Ⅰ類
（全部）

事　務 174 174 0 81 71 10 48 42 6 27.6 24.1 3.5

技
　
術

Ⅰ 30 36 △ 6 7 7 0 4 4 0 13.3 11.1 2.2

Ⅱ 15 22 △ 7 4 8 △ 4 2 4 △ 2 13.3 18.2 △ 4.9

Ⅲ 9 8 1 2 1 1 1 1 0 11.1 12.5 △ 1.4

小計 54 66 △ 12 13 16 △ 3 7 9 △ 2 13.0 13.6 △ 0.6

合　計 228 240 △ 12 94 87 7 55 51 4 24.1 21.3 2.8

Ⅰ類（免除受験方式）� （単位：人、％）

種別 選考区分

受験者数（A） 口頭試問進出者数（B） 合格者数（C） 合格率（C/A）

30
年度

29
年度 増減 30

年度
29
年度 増減 30

年度
29
年度 増減 30

年度
29
年度 増減

Ⅰ類
（免除）

事　務 184 171 13 131 120 11 58 51 7 31.5 29.8 1.7

技
　
術

Ⅰ 37 34 3 17 16 1 12 11 1 32.4 32.4 0.0

Ⅱ 23 18 5 12 13 △ 1 12 10 2 52.2 55.6 △ 3.4

Ⅲ 36 35 1 7 7 0 6 4 2 16.7 11.4 5.3

小計 96 87 9 36 36 0 30 25 5 31.3 28.7 2.6

合　計 280 258 22 167 156 11 88 76 12 31.4 29.5 1.9

平成30年度管理職選考　区別・選考区分別合格者数

� （単位：人）

区名
Ⅰ類 Ⅱ類

合計
事務 技術Ⅰ 技術Ⅱ 技術Ⅲ 小計 事務 技術 小計

千代田 2 2 2 2 4

中　央 3 1 4 1 1 2 6

港 3 1 4 2 2 6

新　宿 6 1 7 2 2 9

文　京 6 1 7 2 1 3 10

台　東 4 1 5 1 1 2 7

墨　田 3 1 1 5 2 2 7

江　東 5 1 1 7 1 1 8

品　川 6 6 6

目　黒 3 3 1 1 2 5

大　田 7 1 1 9 1 1 10

世田谷 7 1 3 11 8 8 19

渋　谷 5 2 1 8 2 2 10

中　野 5 1 6 6

杉　並 4 1 5 3 3 8

豊　島 5 1 1 7 3 3 10

北 2 1 1 4 2 1 3 7

荒　川 3 3 3

板　橋 3 2 5 1 1 2 7

練　馬 4 1 5 2 2 7

足　立 5 5 5

葛　飾 7 1 8 2 2 4 12

江戸川 5 1 2 8 2 1 3 11

特人厚 2 2 2

特競馬 1 1 1 1 2

清　掃 1 5 6 1 2 3 9

計 106 16 14 7 143 42 11 53 196
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特
別
区
議
会
議
長
会
は
、
東
京
都
市

議
会
議
長
会
及
び
東
京
都
町
村
議
会
議

長
会
と
と
も
に
三
議
長
会
共
同
事
業
と

し
て
、
北
京
市
区
人
民
代
表
大
会
と
の

間
で
、
相
互
に
友
好
代
表
団
を
招
待
す

る
交
流
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
今
年

で
35
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
ま
た
、
今

年
は
日
中
平
和
友
好
条
約
締
結
40
周
年

で
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
交
流
の
節
目
に
あ
た
る
今

年
は
、
10
月
10
日
か
ら
10
月
16
日
ま
で

の
7
日
間
、
李
文
起
団
長
を
は
じ
め
と

す
る
友
好
代
表
団
一
行
10
名
を
日
本
に

お
招
き
し
ま
し
た
。
友
好
代
表
団
の
来

日
は
、
今
回
で
16
回
目
で
す
。

■
各
議
長
会
と
の
親
善
交
流
・
視
察

 ︿
10
月
10
日
﹀

友
好
代
表
団
一
行
は
、来
日
初
日
、三

議
長
会
主
催
に
よ
る
歓
迎
式
に
臨
み
、

丸
山
高
司
特
別
区
議
会
議
長
会
会
長

（
渋
谷
区
議
会
議
長
）を
は
じ
め
、
三
議

長
会
正
副
会
長
等
と
会
談
し
ま
し
た
。

丸
山
会
長
か
ら
は
、「
今
年
は
、
北

京
市
区
人
民
代
表
大
会
と
の
友
好
交
流

事
業
が
始
ま
っ
て
か
ら
35
年
で
あ
り
、

ま
た
、
日
中
平
和
友
好
条
約
締
結
40
周

年
と
い
う
喜
ば
し
い
節
目
の
年
で
あ

る
。
こ
の
間
、
交
流
を
通
し
て
、
両
都

市
に
共
通
す
る
様
々
な
課
題
を
共
有

し
、
解
決
に
向
け
た
ア
イ
デ
ア
を
学
び

合
う
こ
と
に
よ
り
、
両
都
市
の
今
日
の

発
展
に
寄
与
し
て
き
た
。
現
在
、
東
京

は
間
近
に
迫
っ
た
2
0
2
0
年
の
夏
季

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競

技
大
会
の
開
催
に
向
け
て
着
実
に
準
備

を
進
め
て
お
り
、
2
年
後
に
向
け
て
変

わ
り
つ
つ
あ
る
東
京
の
今
を
ご
覧
い
た

だ
き
た
い
。
昨
年
の
私
ど
も
の
訪
中
と

今
回
の
代
表
団
の
先
生
方
の
来
日
に
よ

り
、
日
中
両
国
及
び
東
京
と
北
京
の
友

好
親
善
の
絆
が
、
よ
り
強
固
な
も
の
に

な
る
と
確
信
し
て
い
る
」
と
の
歓
迎
の

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

李
団
長
か
ら
は
、「
三
議
長
会
の
招

待
を
受
け
て
日
本
を
訪
問
す
る
こ
と
が

で
き
、
大
変
に
嬉
し
く
思
う
。
東
京
都

は
北
京
市
の
第
一
番
目
の
友
好
都
市
で

あ
り
、
1
9
7
9
年
の
友
好
都
市
締
結

以
来
、
緊
密
な
交
流
関
係
を
保
ち
、
特

に
、
経
済
、
教
育
、
科
学
技
術
の
分
野

に
お
い
て
、
実
り
多
い
成
果
を
収
め
て

き
た
。
今
年
は
北
京
市
区
人
民
代
表
大

会
と
三
議
長
会
の
交
流
が
始
ま
っ
て
か

ら
35
年
に
な
る
。
こ
の
間
、
こ
の
交
流

を
大
切
に
し
、
互
い
に
学
び
あ
う
こ
と

で
、
友
好
都
市
関
係
の
発
展
に
大
き
く

寄
与
し
た
。
皆
さ
ま
の
協
力
の
も
と
、

今
回
の
来
日
目
的
を
達
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
確
信
し
て
い
る
。」
と
の
答
礼

の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、三
議
長
会
主
催
に
よ
る
歓
迎

夕
食
会
が
、
各
区
・
市
・
町
村
議
会
議

長
を
は
じ
め
、特
別
区
長
会
、東
京
都
市

長
会
及
び
東
京
都
町
村
会
の
正
副
会
長

等
、
多
く
の
出
席
者
の
も
と
開
催
さ
れ
、

参
会
者
の
交
流
が
深
め
ら
れ
ま
し
た
。

 ︿
10
月
11
日
﹀

東
京
都
市
議
会
議
長
会
会
長
市
で
あ

る
町
田
市
を
訪
れ
、
若
林
章
喜
会
長

（
町
田
市
議
会
議
長
）、
高
橋
豊
町
田
市

副
市
長
と
会
談
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

議
場
等
を
視
察
し
ま
し
た
。

午
後
は
、
東
京
都
町
村
議
会
議
長
会

副
会
長
町
で
あ
る
日
の
出
町
を
訪
問

し
、
平
野
隆
史
副
会
長
（
日
の
出
町
議

会
議
長
）
や
橋
本
聖
二
日
の
出
町
長
と

会
談
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
議
場
等
を

視
察
し
ま
し
た
。

夜
は
、
在
日
本
中
国
大
使
館
主
催
の

「
錦
秋
交
流
の
夕
べ
」に
出
席
し
ま
し
た
。

 ︿
10
月
12
日
﹀

特
別
区
議
会
議
長
会
会
長
区
で
あ
る

渋
谷
区
を
訪
れ
、
丸
山
高
司
会
長
（
渋

谷
区
議
会
議
長
）、
長
谷
部
健
区
長
と

会
談
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
渋
谷
区
内

の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
視
察
し
ま

し
た
。
北
京
市
で
は
高
齢
化
が
急
速
に

進
ん
で
お

り
、
団
員

の
関
心
も

高
く
、
施

設
で
の
介

護
サ
ー
ビ

ス
等
に
つ

い
て
活
発

な
質
疑
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
建
設
中
の
渋
谷
区
役
所
新

庁
舎
と
新
公
会
堂
を
視
察
し
ま
し
た
。

先
進
的
な
オ
フ
ィ
ス
空
間
と
職
員
の

ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
改
革
を
特
徴
の
ひ
と

つ
と
す
る
新
庁
舎
内
で
、真
新
し
い
議
場

や
事
務
ス
ペ
ー
ス
を
見
な
が
ら
職
員
の

説
明
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

午
後
は
、
大
丸
有
（
大
手
町
・
丸
の

内
・
有
楽
町
）
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
事
業

を
視
察
し
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

 ︿
10
月
13
日
﹀

三
溪
園
、
横
浜
中
華
街
や
山
下
公
園

等
、
横
浜
の
観
光
資
源
を
視
察
し
ま
し

た
。
三
溪
園
で
は
、
歴
史
あ
る
数
々
の

建
造
物
等
を
見
学
し
ま
し
た
。
ま
た
、

横
浜
中
華
街
で
は
、
様
々
な
店
や
街
の

様
子
を
熱
心
に
カ
メ
ラ
に
収
め
て
い
ま

し
た
。

夜
は
、
前
年
度
訪
中
団
員
と
の
交
流

会
に
臨
み
ま
し
た
。

■
地
方
視
察

 ︿
10
月
14
日
〜
10
月
16
日
﹀

後
半
の
3
日
間
は
、
京
都
、
大
阪
を

巡
り
ま
し
た
。
京
都
で
は
、
ま
ち
な
み

や
伝
統
文
化
を
視
察
し
、
大
阪
で
は
、

先
進
的
な
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
様
々
な
ロ

ボ
ッ
ト
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を

視
察
し
ま
し
た
。

北
京
市
区
人
民
代
表
大
会
友
好
代
表

団
は
、
限
ら
れ
た
滞
在
期
間
の
中
で
、

精
力
的
に
視
察
を
行
い
、
日
本
に
対
す

る
理
解
と
友
好
親
善
の
絆
を
深
め
、
帰

国
の
途
に
就
き
ま
し
た
。

（
特
別
区
議
会
議
長
会
事
務
局
）

北京市区人民代表大会友好代表団が来日

歓迎式に出席した三議長会正副会長等と記念撮影

建設中の渋谷区役所新庁舎を視察
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特別区職員研修所からのご案内

２月の研修メニューを紹介します

研修名 実施時期 申込条件・メインターゲット（★印）
専門研修

戸籍（中級）①②
①2/4（月）〜8（金）
②2/19（火）〜21（木）・
　　 27（水）・28（木）

同研修（初級）を修了し、戸籍事務を担当する職務経験 2 年程度の職員

まちづくり（基礎Ⅱ）①② ①2月中旬
②2月下旬 まちづくりに関連する事業を担当する職員

食品衛生 2月下旬 食品衛生監視業務に従事する職員

ステップアップ研修

対話による
ポジティブ・アプローチ⑩ 2/5（火）・6（水） 係長級以下の職員 ★主任の職員

説明力・交渉力強化⑦ 2/6（水）・7（木） 係長級以下の職員 ★�区民対応などの業務を円滑に行うため、分かりやすい説
明や交渉力を身に付けたい主任以下の職員

クレーム対応⑧ 2/6（水） 係長級以下の職員 ★窓口等で区民対応を行っている主任以下の職員

協働型リーダーシップ⑨ 2/13（水） 主任以下の職員
★�リーダーの役割や、上司・同僚・後輩との関わり方を学

ぶことで、職場のモチベーション向上や業務改善・職場
改善に貢献したいと考えている主任の職員

サポート研修

地方公務員法⑥ 2/14（木） 1 級 職 の 職 員 ★�地方公務員法の基本理念や仕事の法的根拠を意識して職
務を行いたい 1 級職の職員

特別区制度③ 2/1（金） 主 任 の 職 員
★�都区間での事務配分や税財政制度等、特別区制度の特徴

について、地方自治法等を読み解きながら学びたい主任
の職員

試行研修

児童心理（実践） 2月上旬 子ども家庭支援センターを含む福祉関連施設等に勤務する心理職

児童家庭福祉③ 2月中旬 子ども家庭支援センターを含む子ども家庭福祉行政に携わる職員

※紙面の都合上、2 月に実施する研修の一部を紹介しています（一部、1 月に実施する研修を含む）。
※★は、各研修のメインターゲットとなる方についての表記となります。
※�研修の募集及び申込は各区の研修担当を通じて行います。なお、区の意向により参加できる研修が異なりますので、各研修の申込方法

や申込期限（研修実施日より一ヶ月程度前）については各区研修担当からの案内をご確認ください。
※研修内容の詳細については、特別区職員研修所ホームページ（http://www.tokyo23city.or.jp/kensyujo/index.html）もご覧ください。
� （特別区職員研修所）

　　　　　　　　　　　　自治体経営研修「行政トピックス」  

　　　 AI による新時代 〜 AI が変える自治体業務と人材〜
　  ・対　象：管理職・係長級の職員。ただし、受講を希望する主任も可。
　  ・講　師：稲継　裕昭　氏（早稲田大学政治経済学術院教授）
　  ・内　容：�自治体にAI を導入したとき、「AI が自治体業務にもたらすものとは？」「AI 時代に求められる

職員とは？」AI による新時代についてお話いただきます。

平成31年1月31日（木）午後3時〜5時●トピックス研修

特別区職員向けのページです。
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■�

東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

競
技
大
会
に
向
け
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
い
て

■�

特
別
区
議
会
議
員
講
演
会（
平
成
30
年
度
第
3
回
）

に
つ
い
て

■�

公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会
理
事
会
議
決
結
果
に

つ
い
て

■�「（
仮
称
）
東
京
区
政
会
館
別
館
」
建
設
基
本
設
計

（
中
間
報
告
）
に
つ
い
て

■�

関
東
市
議
会
議
長
会
理
事
会
の
概
要
に
つ
い
て

■�

全
国
市
議
会
議
長
会
評
議
員
会
の
概
要
に
つ
い
て

■�

市
議
会
議
員
共
済
会
理
事
会
の
概
要
に
つ
い
て

■�

全
国
市
議
会
議
長
会
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
概
要
に
つ

い
て

■�

平
成
31
年
度
議
長
会
等
会
議
日
程
【
案
】
に
つ
い
て

■�

平
成
31
年
度
議
長
会
関
係
役
職
等
の
選
任
の
考
え
方

に
つ
い
て

（
特
別
区
議
会
議
長
会
事
務
局
）

11
月
16
日（
金
）に
第
4
回
理
事
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。主
な
付
議
案
件
の
審
議
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

1
〜
3　

�
自
治
調
整
資
金
立
替
資
金
の
返
還
免
除
に
つ

い
て�

（
承
認
）

4　

�（
仮
称
）
東
京
区
政
会
館
別
館
（
特
別
区
職
員
研

修
所
）
建
設
基
本
設
計
【
中
間
報
告
】
に
つ
い
て

�

（
報
告
了
承
）

5　

平
成
30
年
度
上
半
期
事
業
報
告�

（
報
告
了
承
）

6　

�

代
表
理
事
及
び
業
務
執
行
理
事
の
職
務
執
行
状
況

の
定
期
報
告【
平
成
30
年
度
上
半
期
分
】に
つ
い
て�

�
（
報
告
了
承
）

（
特
別
区
協
議
会
総
務
部
）

平
成
30
年
度
公
益
財
団
法
人
特
別
区

協
議
会　

第
4
回
理
事
会
の
結
果

東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

競
技
大
会
（
東
京
2
0
2
0
大
会
）
の
開
催
ま
で
、
あ

と
5
0
0
日
あ
ま
り
と
な
り
ま
し
た
。
大
会
の
セ
ッ

シ
ョ
ン
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
一
部
公
開
さ
れ
る
な
ど
、
い

よ
い
よ
大
会
本
番
と
い
う
ム
ー
ド
が
日
に
日
に
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
地
元
・
東
京
で
開
催
さ
れ
る
東
京

2
0
2
0
大
会
を
、
是
非
生
で
観
戦
し
、
人
生
の
財
産

と
な
る
一
生
に
一
度
の
経
験
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
公
式
チ
ケ
ッ
ト
販
売
サ
イ
ト
で
チ
ケ
ッ
ト
を

購
入
す
る
際
に
は
、
T
O
K
Y
O 

2
0
2
0 

I
D
の

登
録
が
必
要
で
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
2
0
1
9
年
の

春
以
降
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
2
0
1
9
年
の
夏
以
降

チ
ケ
ッ
ト
販
売
が
開
始
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
販
売
開
始

の
時
点
で
チ
ケ
ッ
ト
を
販
売
し
て
い
る
の
は
公
式
チ

ケ
ッ
ト
販
売
サ
イ
ト
だ
け
に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
最

も
早
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
チ
ケ
ッ
ト
を
申
し
込
む
た
め
に

は
、必
ず
I
D
が
必
要
と
な
り
ま
す
。ま
た
、T
O
K
Y
O 

2
0
2
0 

I
D
に
登
録
す
る
こ
と
で
、
チ
ケ
ッ
ト
を

含
む
東
京
2
0
2
0
大
会
の
関
連
情
報
を
メ
ー
ル
マ
ガ

ジ
ン
で
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

早
め
の
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

T
O
K
Y
O 

2
0
2
0 

I
D
の
登
録
方
法
は
、
簡

単
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
I
D
登
録
ペ
ー
ジ

（https://id.tokyo2020.jp/

）
を
開
き
、
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
等
必
要
事
項
を
入
力
す
れ
ば
完
了
で
す
。

東
京
2
0
2
0
大
会
で
は
、グ
ル
ー
プ
向
け
の
安
価
な

チ
ケ
ッ
ト（
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
2
0
2
0
円
）や
、ホ
ス

ピ
タ
リ
テ
ィ
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
用
意
し
、ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
て
大
会
を
楽
し
め
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。生
で
し
か
味
わ
う
こ
と
が
で
き
な
い
、五
感
で
楽

し
む
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
を
、是
非
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

（
公
益
財
団
法
人
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

競
技
大
会
組
織
委
員
会
、
特
別
区
長
会
事
務
局
）

平
成
30
年
11
月
議
長
会
の
主
な
案
件
等

■�

首
都
圏
空
港
の
機
能
強
化
に
つ
い
て

■�

熊
本
地
震
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
向
け
た
平
成
31
年

度
の
被
災
市
町
村
へ
の
職
員
派
遣
の
お
願
い

■�

東
日
本
大
震
災
被
災
市
町
村
へ
の
職
員
派
遣
の
御
礼

と
お
願
い
に
つ
い
て

■�
東
京
都
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
準
備
局

か
ら
の
情
報
提
供
等
に
つ
い
て

■�

平
成
31
年
度
都
区
財
政
調
整
区
側
提
案
事
項
に
つ
い

て
■�

税
財
政
部
会
の
概
要
に
つ
い
て

■�「
不
合
理
な
税
制
改
正
等
に
対
す
る
特
別
区
の
主
張
」

に
係
る
緊
急
要
望
に
つ
い
て

■�

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
に
関
す
る
要
望
に
つ
い

て
■�

2
0
2
0
年
度
国
・
都
の
施
策
及
び
予
算
に
関
す
る
要

望
に
つ
い
て

■�

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
協
議
会
（
11
／
1
開

催
）
報
告
に
つ
い
て

■
特
別
区
長
会
調
査
研
究
機
構
理
事
会
の
概
要
に
つ
い
て

■�

公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会
理
事
会
開
催
結
果
報
告

に
つ
い
て

■�（
仮
称
）
東
京
区
政
会
館
別
館
（
特
別
区
職
員
研
修

所
）
建
設
基
本
設
計
に
つ
い
て
（
中
間
報
告
）

■�

東
京
都
予
算
に
対
す
る
知
事
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
実
施
に

つ
い
て

■�

平
成
30
年
度
第
2
回
都
区
協
議
会
及
び
知
事
と
特
別

区
長
と
の
意
見
交
換
会
に
つ
い
て

■�

被
災
自
治
体
視
察
事
業
に
つ
い
て
（
報
告
）

■�

特
別
区
全
国
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

■�

オ
ー
ル
東
京
62
市
区
町
村
共
同
事
業
「
東
京

2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技

大
会
機
運
醸
成
事
業
」
に
つ
い
て

■�

平
成
30
年
度
特
別
区
長
会
補
正
予
算
（
第
1
次
）
に

つ
い
て

■
東
京
都
区
市
町
村
振
興
協
会
理
事
会
の
概
要
に
つ
い
て

（
特
別
区
長
会
事
務
局
）

平
成
30
年
11
月
区
長
会
の
主
な
案
件
等

11.16

会
長
区

11.19

会
長
議

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
観
に
行
こ
う
！
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＊講座の概要については、首都大学東京オープンユニバーシティパンフレットより引用しております。（特別区協議会事業部）

　本講座では観光産業に従事する方、観光業界への就職
を希望する方、あるいは観光産業に興味がある方を対象
に、MICE（※）を含めた観光の見方・考え方を解説します。 
　講座の前半では、MICE について、業界の最前線で活
躍する講師陣が、基礎知識から実際の事例を踏まえた分
析まで、分かりやすくお話しします。後半では、観光の
基本的な見方や考え方、および観光と政策の関連性、戦
略としての MICE の重要性を学びます。この講座を通じ
て、観光産業と MICE の知識を深めていただければと思
います。 

※第 5 回（2 / 7）は、六本木にて現地視察を行います。

※注：�MICE：Meeting（ 企 業 等 の 会 議 ）、Incentive 
Travel（企業等の報奨・研修旅行）、Convention（学
会や政府等の国際会議）、Exihibition/Event（見
本市・展示会やイベント）の総称

講　師：�菊地　俊夫（きくち　としお）ほか7名
	 �首都大学東京教授　都市環境学部
日　程：1／10〜3／7　木曜8回
時　間：19：00〜20：30
受講料：19,900円
場　所：飯田橋キャンパス（東京区政会館3階）ほか

●異常気象と地球温暖化� 【講座コード：1841G003】
　〜地球温暖化や都市化は、豪雨・豪雪・猛暑を増やしているのか ?〜

　本講座では、異常気象と地球温暖化に焦点を当て、そ
の基礎的な地球温暖化の説明、都市化などの地表面の改
変による影響、近年の少雪化と豪雪などを扱います。
　地球温暖化により豪雨の増加、猛暑の増加、台風の激
化などが知られていますが、その科学的な根拠や、一部
の誤解などについても講義します。また、最近の難しい
問題として、温暖化しているにも関わらず豪雪が増えて
いることについて取り上げます。
　さらに、新しい問題として、PM2.5 などの大気汚染

※特別区職員互助組合員の方はお申込みの際、必ずお電話で同組合員である旨と『組合員番号』をお申し出ください。
＜問い合わせ先＞

首都大学東京オープンユニバーシティ事務室　https://www.ou.tmu.ac.jp/web/

Tel.03－3288－1050 （平日　９：00〜17：30）

●パンフレットを無料送付いたします。

首都大学東京オープンユニバーシティ
飯田橋キャンパスより
１月開講講座のご案内です！！

●観光とMICEの見方・考え方� 【講座コード：1841E001】
　〜観光とMICEをより深く理解し、地域で活用するために〜

と地球温暖化の関わりについても扱いたいと思います。

講　師：高橋　洋（たかはし　ひろし）
　　　　首都大学東京助教　都市環境学部
日　程：1／30〜3／6　水曜4回
時　間：18：30〜20：00
受講料：10,000円
場　所：飯田橋キャンパス（東京区政会館3階）
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毎
年
12
月
は
、
き
れ
い
な
空
を
守
る

こ
と
の
大
切
さ
を
呼
び
か
け
る
「
大
気

汚
染
防
止
推
進
月
間
」
で
す
。
今
回

は
、
東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組

合
（
以
下
「
清
掃
一
組
」
と
い
う
。）

の
清
掃
工
場
に
お
け
る
大
気
汚
染
防
止

対
策
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

  

清
掃
工
場
の
大
気
汚
染
防
止
対
策

ご
み
を
燃
や
す
過
程
で
様
々
な
物
質

が
発
生
し
ま
す
が
、
清
掃
一
組
で
は
万

全
の
環
境
対
策
を
施
し
た
う
え
で
、
清

掃
工
場
を
管
理
・
運
営
し
て
い
ま
す
。

清
掃
工
場
で
は
、
大
気
汚
染
防
止
の

た
め
、
①
燃
焼
管
理
を
実
施
す
る
ほ

か
、
②
ろ
過
式
集
じ
ん
器
、
③
洗
煙
設

備
、
④
触
媒
反
応
塔
を
備
え
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
装
置
を
通
す
こ
と
で
、

有
害
物
質
を
取
り
除
き
、
周
辺
環
境
に

悪
影
響
を
与
え
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま

す
（
下
段
、
図
1
参
照
）。

①
燃
焼
管
理

装
置
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
燃
焼
の

状
態
を
制
御
す
る
こ
と
で
、
汚
染
物
質

の
発
生
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

周
辺
環
境
に
悪
影
響
を
与
え
な
い
よ
う

細
心
の
注
意
を
払
っ
て
工
場
を
管
理
・

運
営
し
て
い
ま
す
。

②
ろ
過
式
集
じ
ん
器

ろ
過
式
集
じ
ん
器
は
、
大
き
な
フ
ィ

ル
タ
ー
で
す
。
ば
い
じ
ん
（
す
す
）
や

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
、
水
銀
、
塩
化
水

素
、
硫
黄
酸
化
物
を
除
去
し
て
い
ま

す
。
こ
の
設
備
に
よ
り
、
煙
突
か
ら
黒

煙
が
出
る
こ
と
を
防
い
で
い
ま
す
。

フ
ィ
ル
タ
ー
と
な
る
「
ろ
布
」
は
1
炉

に
つ
き
約
8
0
0
本
か
ら
1
2
0
0
本

程
度
入
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
活
性
炭
を
一
緒
に
吹
き
込
む

こ
と
で
、
粒
子
の
大
き
い
物
質
に
付
着

し
て
い
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
や
水
銀
を

吸
着
さ
せ
、
除
去
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
消
石
灰
も
一
緒
に
吹
き
込

む
こ
と
で
、
酸
性
雨
な
ど
の
原
因
と
な

る
塩
化
水
素
や
硫
黄
酸
化
物
と
反
応
さ

せ
て
除
去
し
て
い
ま
す
。

③
洗
煙
設
備

洗
煙
設
備
で
は
、
排
ガ
ス
を
水
と
薬

剤
で
洗
い
ま
す
。
苛
性
ソ
ー
ダ
（
水
酸

化
ナ
ト
リ
ウ
ム
）
と
液
体
キ
レ
ー
ト
を

混
ぜ
た
水
の
シ
ャ
ワ
ー
を
排
ガ
ス
に
浴

び
せ
る
こ
と
で
、
水
銀
・
塩
化
水
素
・

硫
黄
酸
化
物
を
除
去
し
ま
す
。

液
体
キ
レ
ー
ト
の
キ
レ
ー
ト
と
は
ギ

リ
シ
ャ
語
で
「
蟹
の
は
さ
み
」
を
意
味

し
、
文
字
通
り
重
金
属
を
は
さ
み
込
ん

で
離
さ
な
い
性
質
が
あ
り
ま
す
。

④
触
媒
反
応
塔

触
媒
反
応
塔
で
は
、
ア
ン
モ
ニ
ア
を

吹
き
込
み
、
触
媒
の
力
を
利
用
し
て
窒

素
酸
化
物
と
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
を
分
解

し
て
い
ま
す
。

  

排
ガ
ス
中
の
水
銀
対
策

清
掃
一
組
で
は
以
前
よ
り
排
ガ
ス
中

の
水
銀
の
自
己
規
制
値
を
定
め
、
排
出

抑
制
に
努
め
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
30

年
4
月
か
ら
法
に
よ
る
規
制
が
始
ま
り

ま
し
た
。

排
ガ
ス
に
水
銀
が
含
ま
れ
る
原
因

は
、
清
掃
工
場
に
水
銀
を
含
む
ご
み
が

不
適
正
に
搬
入
さ
れ
る
か
ら
で
す
。
各

清
掃
工
場
で
は
、
搬
入
さ
れ
る
ご
み
を

検
査
し
て
不
適
正
搬
入
を
抑
止
し
て
い

ま
す
が
、
そ
れ
で
も
水
銀
混
入
ご
み
が

搬
入
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
焼
却

炉
に
入
っ
た
水
銀
は
蒸
発
し
て
排
ガ
ス

に
移
り
ま
す
。
排
ガ
ス
中
の
水
銀
濃
度

が
自
己
規
制
値
を
超
え
る
恐
れ
が
あ
る

と
き
は
、
焼
却
炉
を
停
止
さ
せ
て
い
ま

す
。焼

却
炉
が
停
止
す
る
と
、
復
旧
の
た

め
に
多
く
の
費
用
や
日
数
が
か
か
る
だ

け
で
な
く
、
23
区
全
体
の
ご
み
処
理
が

滞
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
清
掃
一
組
で

は
、
搬
入
物
の
検
査
を
強
化
す
る
と
と

も
に
、
23
区
及
び
東
京
都
と
連
携
し

て
、
継
続
的
に
不
適
正
搬
入
防
止
の
た

12月は「大気汚染防止推進月間」です

ろ過式集じん器内部（有明清掃工場）

図1
大気汚染防止
対策の概略図

ろ布

取
り
出
す
と
…
…

①燃焼管理
③洗煙設備

④触媒反応塔

②ろ過式集じん器
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（
東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合

総
務
部
総
務
課
）

め
の
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

  

臭
気
防
止

清
掃
工
場
に
搬
入
さ
れ
た
ご
み
は
、

ご
み
バ
ン
カ
に
貯
留
さ
れ
、
臭
気
が
発

生
し
ま
す
。
バ
ン
カ
内
の
臭
気
を
帯
び

た
空
気
は
焼
却
炉
に
送
ら
れ
、
高
温
の

焼
却
炉
内
で
熱
分
解
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
清
掃
車
両
の
出
入
口
に
は
エ
ア

カ
ー
テ
ン
を
設
置
し
て
、
臭
気
が
建
物

の
外
に
出
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
定
期
点
検
補
修
等
で
焼
却
炉

が
停
止
し
て
い
る
期
間
な
ど
は
、
脱
臭

装
置
を
稼
働
さ
せ
て
い
ま
す
。

  

周
辺
大
気
環
境
調
査

各
清
掃
工
場
の
周
辺
地
域
で
大
気
汚

染
物
質
と
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
を
調
査
し

て
い
ま
す
。
こ
の
調
査
で
は
、
工
場
周

辺
の
公
共
施
設
な
ど
に
大
気
測
定
用
の

機
器
を
置
か
せ
て
い
た
だ
き
、
煙
突
か

ら
の
排
ガ
ス
が
周
辺
の
大
気
環
境
に
影

響
を
与
え
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
て

い
ま
す
。

  

測
定
結
果
の
公
表

清
掃
一
組
で
は
、
区
民
の
皆
さ
ん
が

清
掃
一
組
の
安
全
で
安
定
を
基
本
と
し

た
事
業
運
営
へ
の
ご
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
積
極
的
な
情
報
提
供

に
努
め
て
い
ま
す
。

環
境
関
連
の
測
定
結
果
は
、
地
域
住

民
の
代
表
や
工
場
所
在
区
な
ど
で
構
成

さ
れ
る
清
掃
工
場
の
運
営
協
議
会
な
ど

で
報
告
す
る
と
と
も
に
、
各
工
場
等
が

発
行
す
る
「
工
場
だ
よ
り
」
や
「
環
境

報
告
書
」、
清
掃
一
組
が
運
営
し
て
い

る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。

今
月
は
大
気
汚
染
防
止
推
進
月
間
で

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
清
掃
一
組
の
環
境

対
策
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

清
掃
一
組
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
下
、
ご
み
の

中
間
処
理
を
通
し
て
東
京
23
区
の
環
境

の
保
全
と
公
衆
衛
生
の
向
上
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

（
東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合

施
設
管
理
部
技
術
課
） 最新鋭の杉並清掃工場

平
成
29
年
度
の
東
京
23
区
の
粗
大
ご

み
収
集
量
は
5
万
8
6
7
6
ト
ン
で
、

前
年
度
と
比
較
し
て
量
で
7
7
5
ト

ン
、
率
に
し
て
約
1
・
3
％
の
増
加
と

な
り
ま
し
た
。
多
く
出
さ
れ
た
ご
み
を

品
目
別
に
見
て
み
る
と
、
1
位
ふ
と

ん
、
2
位
箱
物
家
具
、
3
位
い
す
で
、

ふ
と
ん
は
、
現
在
の
品
目
区
分
け
で
集

計
を
始
め
た
平
成
4
年
度
か
ら
不
動
の

1
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

粗
大
ご
み
は
、
主
に
中
央
防
波
堤
内

側
埋
立
地
に
あ
る
粗
大
ご
み
破
砕
処
理

施
設
で
破
砕
処
理
さ
れ
ま
す
。
縦
型
の

破
砕
機
の
中
で
粗
大
ご
み
を
落
下
さ
せ

な
が
ら
、
高
速
で
回
転
す
る
ハ
ン
マ
ー

で
砕
き
、
一
辺
の
長
さ
15
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
以
下
の
大
き
さ
に
し
ま
す
。
途

中
、
磁
石
を
使
っ
た
機
械
で
鉄
分
を
回

収
し
、
売
却
し
て
い
ま
す
。

破
砕
後
の
残
さ
は
、
焼
却
で
き
る
も

の
は
清
掃
工
場
で
焼
却
処
理
し
、
焼
却

に
適
さ
な
い
も
の
は
埋
め
立
て
処
分
し

ま
す
。

平
成
29
年
度
に
一
番
多
く
出
さ
れ
た
粗
大
ご
み
は
？

手作業で分別された後の可燃系粗大ごみ

平成29年度に多く出された粗大ごみ（質量ベースで前年度比1.3％増加）
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平成最後の大一番、東京大賞典（GⅠ）！
【一年のラストを飾るビッグイベント！国際GⅠ東京大賞典】
　東京大賞典は、一年の総決算として行われる年の瀬のビッグイベン
トで、毎年12月29日に実施しています。2011年からは地方競馬初の国
際GⅠ（国際競走）に格上げとなったことで、日本全国から集結した
ダートグレード戦線の実績馬に加え、海外馬の参戦が可能になりま
した。
　NO.1ダートホースを決める平成最後の大一番を、ぜひ大井競馬場
でご観戦ください。

【年末開催は大晦日まで！
　　　　　　　 　　一年を締めくくる一杯はラーメンで！】
　TCKの年末開催は、12月25日〜27日、29日〜31日となっています。
　12月25日〜27日は今年最後のトゥインクルレース（ナイター競馬）
を実施します。12月29日〜31日は３日連続の重賞競走を行い、最後ま
で熱い戦いが繰り広げられます。

　年末開催の予定は、以下のとおりです。
　　12月25日（火）〜27日（木）　トゥインクルレース（ナイター開催）
　　12月29日（土）〜31日（月）　プチトゥインクル（薄暮開催）

　　12月29日（土）
　　　ダートNO.1を決める平成最後の大一番！「東京大賞典（GⅠ）」（2,000m）
　　12月30日（日）
　　　マイル女王決定戦！「東京シンデレラマイル（SⅢ）」（1,600m）
　　12月31日（月）
　　　２歳女王決定戦！「東京２歳優駿牝馬（SⅠ）」（1,600m）

　また、年末開催中は毎年恒例の「ラーメンフェス2018＠TCK」を開催いたします。今年は、自称日本一ラーメンを食
べた男・大崎裕史さんが全国各地から厳選した至極のラーメン店が立ち並ぶほか、ラーメンに合う各種サイドメニュー
も取り揃えました！今年の年末は、アツアツのラーメンを片手に、熱いレースが楽しめるTCKでお過ごしください。
※今回ご紹介した内容の詳細については、TCKホームページをご覧下さい。

【東京メトロポリタンウィークが終了しました！】
　TCKでは、大井競馬が東京23区の主催であること、区民にとって身近な施設であることを伝えるため、特定の開催期
間を「東京メトロポリタンウィーク」と称して、各区にもご参加いただきPR活動を展開しています。
　今年は、10月29日から11月２日までの計５日間で、各区にちなんだレースやマスコットキャラクターの登場、PR動画
の放映などを行い、場内は大いに盛り上がりました。

（特別区競馬組合開催サービス課）

▲昨年の東京大賞典（優勝馬：コパノリッキー）

▲年末恒例のラーメンフェスは毎年大盛況！

　　　　　　　　　　　　　　　開 催 成 績� （各回対比）

回別 開催日程 売得金額 利用者数 １日平均 前年度同時期対比（１日平均）
売得金額 利用者数 １人当り購買金額 売得金額 利用者数 １人当り購買金額

12 10/8〜12 6,151,727,690円 916,995人 1,230,345,540円 183,399人 6,710円 91.9% 126.4% 72.7%
13 10/29〜11/2 6,393,733,060円 688,736人 1,278,746,610円 137,747人 9,280円 68.2% 62.8% 108.7%

※前年度の13回はJBC競走を開催。
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●無料バスのご案内
①大井町線（京急・東急バス）
　往路：JR大井町駅（中央口東・7番停留所）
　復路：正門3番乗り場より運行
②大森線（京急バス）★TCK開催中のみ運行
　往路：JR大森駅（東口・C7番停留所）京急大森海岸駅経由
　復路：正門2番乗り場より運行
③錦糸町線（はとバス）　★トゥインクルレース開催及び年末開催中のみ運行
　往路：JR錦糸町駅（南口） 復路：北門横バス乗り場より運行
●復路のみの無料バスのご案内
①品川駅経由目黒線（都バス・品93系統路線バス）
　復路：正門1番乗り場より運行
②JR品川駅直行バス（都バス）★トゥインクルレース開催及び年末開催中のみ運行
　復路：正門1番乗り場より運行

●その他の交通機関のご案内（有料）
　東京モノレール「大井競馬場前」駅
　下車、徒歩2分
　京浜急行「立会川」駅（急行停車）
　下車、徒歩12分
■駐車場のご案内
　第1駐車場1,471台
　料金：1日1台につき車1,000円、
　オートバイ200円※第2、3駐車場

は混雑時のみ営業します。

■交通のご案内
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TCK女王盃（JpnⅢ）
●1月23日（水）
●1,800m
年明け最初の重賞は、牝馬のダートグレード競走です。全国から集まった女傑が、真冬の
ダート女王の座を目指します。このところはJRA所属馬の攻勢が続いており、地方所属馬
の奮起にも期待が寄せられます。

1月の開催予定

競 馬 開 催 日

大　　　　　井

川　　　　　崎

船　　　　　橋

浦　　　　　和

1 2 3 4 5 6 7 8 9
火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

TCK女王盃川崎競馬開催 川崎競馬開催

浦和競馬開催

大井競馬開催

船橋競馬開催

2月の開催予定

競 馬 開 催 日

大　　　　　井

川　　　　　崎

船　　　　　橋

浦　　　　　和

1 2 3 4 5 6 7 8 9
金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

雲取賞
金盃

川崎競馬開催 川崎競馬開催

浦和競馬開催

大井競馬開催

船橋競馬開催

金盃（SⅡ）
●2月6日（水）
●2,600m

雲取賞（SⅢ）
●2月7日（木）
●1,800ｍ

2015年から2,600mに変更し、国内最長距離で争わ
れるダート重賞となりました。古馬（4歳以上）のトップ
クラスが集まり春の重賞戦線に向けて始動します。長
距離ならではのペース配分や位置取りが勝敗を分ける
場合も少なくなく、トップジョッキーたちの腕比べも見
逃せないポイントです。

2018年まで準重賞として実施していましたが、
2019年から重賞に格上げされました。TCKで行う年
明け最初の3歳重賞となり、雲取賞→京浜盃→南関東
3歳クラシック三冠レースと続く路線を確立しました。


